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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はパターン分類スコアの従来の評価法の問題点を解決するために害ファジイ理論の概念を

導入し事ファジィ理論のメンバーシップ関数を用いてラパターン分類スコアの新しい評価尺度を提

案している。

　本論文は6章から構成されていてラ第1章の緒論では研究の目的と意義ならびに概説を述べてい

る。

　第2章は従来の分類結果の評価事例をいくつか示しヨこれらの評価法として，対角項の平均値ヨ

総合精度およびあいまい度の尺度を示しラこの中であいまい度の尺度を説明するために情報理論の

エントロピー理論との関係を論述しヲこの性質から発生する問題点を確率行列もしくは頻度行列の

行問変換害列問変換で解明している。

　第3章はパターン分類スコアを算出するデータ自体に混在する問題を取り上げラあいまい度の尺

度の問題点の一部を解決するためにファジイ理論たよるメンバーシップ関数で分類可能であること

を見い出し、ファジィ尺度を定義している。そして事ファジィ尺度の適用性について考察している。

　第4章では従来用いられている分類結果の分類スコアCr1sp集合とファジィ集合の理論でデータ

の適用性を分析しラ分類スコアは集合の演算によって算出可能であることを見い出している。分類

前のクラスのメンバーシップ関数をCrisp集合とし。分類後のクラスのメンバーシップ関数をファ

ジィ集合とし雪この2つの集合結合関係を定義しラCrisp集合とファジィ集合を結びつけている。こ

の結合関数によって分類結果の仮頻度を定義し雪ファジィデータをあいまい度の尺度で取り扱える
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ことを実証している。

　第5章では数種の実験データを従来の評価尺度と著者の提案したファジィ尺度とファジィデータ

のあいまい度の尺度に適用しラ評価法を検証するために。各評価法の特性を分析してファジィ尺度

とファジィデータのあいまい度のそれぞれの尺度の有効性1実用性を明らかにしている

　第6章では各章の結果から得られた成果をまとめている。

審　　査　　の　　要　　旨

　多変量解析などに用いられるパターン分類スコアの評価法に対してラファジィ理論のメンバー

シップ関数による評価法としてファジィ尺度を新しく提案すると共に害従来用いられてきたあいま

い度の尺度に対してファジィデータの適用性を拡張した点は高く評価される。今後は評価法相互の

関係の解明が残されている。

　よってヨ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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